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強化」を求め、長崎県に対し主要8項目「①ＳＤＧｓ
（持続可能な開発目標）の達成と協同組合の促進・支
援②大規模災害等の被災者支援と復興・再生および
防災・減災対策の強化③格差の是正、貧困のない社
会に向けたセーフティネットの強化④消費者政策
の充実強化⑤ディーセント・ワークの確立⑥中小企
業勤労者の福祉格差の是正⑦安心・信頼できる社会
保障の構築⑧くらしの安全・安心の確保」の内容で
「要請書」を提出し、重点項目の趣旨説明及び意見交
換を行いました。
　昨年に引き続き、今年度も宮﨑会長より長崎県知
事へ直接「要請書」を渡すことが出来ました。

▲県労福協は10月6日（日）諫早総合運動公園（野球
広場）において、第36回長崎県労福協スポーツ大会
(グラウンドゴルフ大会)を開催しました。県下各地
より29チーム（194名）の参加で開催しました。
成績：優　勝＝県北振興局（佐世保地区）
　　　準優勝＝九電ユニオン大村電力魂（大東地区）
　　　三　位＝長崎県生協連

▲2019年10月8日(火)19時から、≪佐世保労働福祉セ
ンター 3階会議室≫において県北地区次世代育成セ
ミナーを開催しました。
　講師には、栗岡勝也氏（中央労福協　事務局次長）
を招き【労働者福祉運動の「これまで」と「これから」
～連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会～】と
題して講演を受けました。
　佐世保地区・北松地区・大東地区の構成団体から
82名の方に参加していただき、労福協運動に対して
の理解を深めることが出来ました。

▲今年度については、県下一斉で10月18日、大村湾
カントリー倶楽部ニューコースにおいて第12回チャ
リティゴルフ大会を開催し、64名の参加でした。
79,496円がチャリティ募金として集まりました。
チャリティ募金については、来年の総会に於いて「福
祉施設等」に寄贈します。

　優　勝：中野洋一氏（県職連合）
　準優勝：高藤義弘氏（連合長崎）
　三　位：酒井隆氏（同盟友愛連絡会）

講演Ⅲ：「地震・津波・火山から身を守る～防災
　　　　は忘却との闘い～」
宮崎大学工学部：名誉教授「原田　隆典」氏
講演Ⅳ：「未来へつなぐ～いつまでも続いてい
　　　　ける人と環境に優しい農と暮らしを目ざして」
福島県県外派遣事業：「関　元弘」氏

▲中央労福協は、1949年に結成以来、この70年、組
織の枠を超えて「福祉はひとつ」という創業精神のも
と、すべての働く人たちの幸せと豊かさをめざして、
労働者自主福祉運動を推進してきたことから、これ
までの活動を振り返るとともに、今後の活動を充実
させていくために、11月28日、ホテルラングウッド
（東京）において、「中央労福協結成70周年記念レセプ
ション」が開催され、中央労福協加盟団体・行政・
政党関係・ＮＰＯ・市民団体・学識経験者等、400名
を超える方々に出席していただきました。

▲県労福協は、10月26日（土）13時30分～ 17時まで、
九州労金長崎支店4階会議室において67名の方に参
加いただき、標記合同研修会を開催しました。
　開催目的は、労働組合と福祉事業団体が「ともに
運動する主体」としての関係の再構築をはかり、組
合員の利用促進や共助拡大につなげ、みんなで労働
者福祉事業を利用し、共助の輪を地域に広げる取り
組みの一環です。 
　内容は、一部が福祉事業団体から九州労働金庫≪
長崎支店：細川ふみ子次長≫より「債務整理につい
て」、こくみん共済ｃｏｏｐ長崎推進本部≪長崎支
所：尾辻雄一支所長≫からは「生活保障設計と頻発
する非常災害に備えて」を提案しました。
　第二部では、「沖縄県労福協のこれまでとこれか
ら」「沖縄県ろうきん・全労済　ゆめ未来基金」と題
して、沖縄県労福協受託事業部門事務局長「岡野み
ゆき」氏による講演をうけました。

▲南部労福協は10月15日～ 10月16日、山口県労働
者福祉協議会を訪問し視察研修を行いました。山口

県労福協の事業≪生活あんしんネット事業≫≪しゅ
うなん若者サポートステーション≫≪パーソナル・
サポートセンターやまぐち≫≪高校生のための消費
者講座≫≪障がい者運転免許取得特別講座≫の内容
について山口県労福協の活動全般にわたり説明を受
けました。二日目は地場産業（マツダ防府工場）や防
府天満宮・瑠璃光寺を視察しました。

▲南部労福協は11月21日14時～ 22日12時まで、宮
崎市「ホテルニューウェルシティ宮崎」において119
名（長崎：9名）の参加者のもと「2019年度南部ブロッ
ク研究集会」が開催されました。
講演Ⅰ：「児童虐待・子どもの貧困を考える～
　　　　あなたに、わたしに、今、できること～」
（一社）日本プレミアム能力開発協会
　　　　　　　　　　　：代表理事「富井　真紀」氏
講演Ⅱ：「子どもを取り巻く現実、社会の責任、
　　　　私達の役割」
日向子ども研究所：絆所長「三輪　邦彦」氏

▲中央労福協は11月29日、ホテルラングウッド（東
京）において第64回定期総会が開催されました。冒
頭、神津会長より①自然災害の多発について、昨年
から今年にかけての全国各地で記録的とも言える大
規模な自然災害で、亡くなられた方々にお悔やみと、
被災された方々へお見舞いを申し上げ、日頃からの
助け合いや、防災・減災の意識を持つことの大切さ
を日々の活動や暮らしの中で活かしていく、②2020
～21年度は、新しい「労福協の理念」と2030年ビジョ
ンを日々の実践の糧として、次の10年を切り拓く活
動に向けて確実な一歩を踏み出し、③労福協は「ゆる
やかな協議体」としての「よさ・強み」を活かしなが
ら、労働運動と労働者福祉運動、労働運動と消費者
運動・市民運動などをつなぐ役割をさらに発揮して
いくことが必要であり、みんなで「つながる」運動を
広げ、新しい社会や時代を切り拓いていくとの挨拶
を行いました。
　2018 ～ 2019年度活動と労福協の理念、2030年ビ
ジョン、2020 ～ 2021年度活動方針、について確認
しました。
　今回の総会に於いて退任される、花井圭子事務局
長（4年在任）・黒河悟副会長（5年在任）への感謝状・
記念品を神津会長より贈呈し、退任の挨拶を受けま
した。尚、後任の事務局長には連合参与の南部美智
代氏が就任されました。

▲県労福協は、11月13日(水)14時「長崎県庁4階特別
応接室」において、「2019年度　勤労者福祉の充実・

南部労福協視察研修実施！

南部労福協研究集会開催される！

講師：「岡野みゆき　氏（沖縄県労福協）」

ろうきん・こくみん共済ｃｏｏｐ<全労済>
労福協　合同研修会開催！

ろうきん・こくみん共済ｃｏｏｐ<全労済>
労福協　合同研修会開催！
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強化」を求め、長崎県に対し主要8項目「①ＳＤＧｓ
（持続可能な開発目標）の達成と協同組合の促進・支
援②大規模災害等の被災者支援と復興・再生および
防災・減災対策の強化③格差の是正、貧困のない社
会に向けたセーフティネットの強化④消費者政策
の充実強化⑤ディーセント・ワークの確立⑥中小企
業勤労者の福祉格差の是正⑦安心・信頼できる社会
保障の構築⑧くらしの安全・安心の確保」の内容で
「要請書」を提出し、重点項目の趣旨説明及び意見交
換を行いました。
　昨年に引き続き、今年度も宮﨑会長より長崎県知
事へ直接「要請書」を渡すことが出来ました。

▲県労福協は10月6日（日）諫早総合運動公園（野球
広場）において、第36回長崎県労福協スポーツ大会
(グラウンドゴルフ大会)を開催しました。県下各地
より29チーム（194名）の参加で開催しました。
成績：優　勝＝県北振興局（佐世保地区）
　　　準優勝＝九電ユニオン大村電力魂（大東地区）
　　　三　位＝長崎県生協連

▲2019年10月8日(火)19時から、≪佐世保労働福祉セ
ンター 3階会議室≫において県北地区次世代育成セ
ミナーを開催しました。
　講師には、栗岡勝也氏（中央労福協　事務局次長）
を招き【労働者福祉運動の「これまで」と「これから」
～連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会～】と
題して講演を受けました。
　佐世保地区・北松地区・大東地区の構成団体から
82名の方に参加していただき、労福協運動に対して
の理解を深めることが出来ました。

▲今年度については、県下一斉で10月18日、大村湾
カントリー倶楽部ニューコースにおいて第12回チャ
リティゴルフ大会を開催し、64名の参加でした。
79,496円がチャリティ募金として集まりました。
チャリティ募金については、来年の総会に於いて「福
祉施設等」に寄贈します。

　優　勝：中野洋一氏（県職連合）
　準優勝：高藤義弘氏（連合長崎）
　三　位：酒井隆氏（同盟友愛連絡会）

講演Ⅲ：「地震・津波・火山から身を守る～防災
　　　　は忘却との闘い～」
宮崎大学工学部：名誉教授「原田　隆典」氏
講演Ⅳ：「未来へつなぐ～いつまでも続いてい
　　　　ける人と環境に優しい農と暮らしを目ざして」
福島県県外派遣事業：「関　元弘」氏

▲中央労福協は、1949年に結成以来、この70年、組
織の枠を超えて「福祉はひとつ」という創業精神のも
と、すべての働く人たちの幸せと豊かさをめざして、
労働者自主福祉運動を推進してきたことから、これ
までの活動を振り返るとともに、今後の活動を充実
させていくために、11月28日、ホテルラングウッド
（東京）において、「中央労福協結成70周年記念レセプ
ション」が開催され、中央労福協加盟団体・行政・
政党関係・ＮＰＯ・市民団体・学識経験者等、400名
を超える方々に出席していただきました。

▲県労福協は、10月26日（土）13時30分～ 17時まで、
九州労金長崎支店4階会議室において67名の方に参
加いただき、標記合同研修会を開催しました。
　開催目的は、労働組合と福祉事業団体が「ともに
運動する主体」としての関係の再構築をはかり、組
合員の利用促進や共助拡大につなげ、みんなで労働
者福祉事業を利用し、共助の輪を地域に広げる取り
組みの一環です。 
　内容は、一部が福祉事業団体から九州労働金庫≪
長崎支店：細川ふみ子次長≫より「債務整理につい
て」、こくみん共済ｃｏｏｐ長崎推進本部≪長崎支
所：尾辻雄一支所長≫からは「生活保障設計と頻発
する非常災害に備えて」を提案しました。
　第二部では、「沖縄県労福協のこれまでとこれか
ら」「沖縄県ろうきん・全労済　ゆめ未来基金」と題
して、沖縄県労福協受託事業部門事務局長「岡野み
ゆき」氏による講演をうけました。

▲南部労福協は10月15日～ 10月16日、山口県労働
者福祉協議会を訪問し視察研修を行いました。山口

県労福協の事業≪生活あんしんネット事業≫≪しゅ
うなん若者サポートステーション≫≪パーソナル・
サポートセンターやまぐち≫≪高校生のための消費
者講座≫≪障がい者運転免許取得特別講座≫の内容
について山口県労福協の活動全般にわたり説明を受
けました。二日目は地場産業（マツダ防府工場）や防
府天満宮・瑠璃光寺を視察しました。

▲南部労福協は11月21日14時～ 22日12時まで、宮
崎市「ホテルニューウェルシティ宮崎」において119
名（長崎：9名）の参加者のもと「2019年度南部ブロッ
ク研究集会」が開催されました。
講演Ⅰ：「児童虐待・子どもの貧困を考える～
　　　　あなたに、わたしに、今、できること～」
（一社）日本プレミアム能力開発協会
　　　　　　　　　　　：代表理事「富井　真紀」氏
講演Ⅱ：「子どもを取り巻く現実、社会の責任、
　　　　私達の役割」
日向子ども研究所：絆所長「三輪　邦彦」氏

▲中央労福協は11月29日、ホテルラングウッド（東
京）において第64回定期総会が開催されました。冒
頭、神津会長より①自然災害の多発について、昨年
から今年にかけての全国各地で記録的とも言える大
規模な自然災害で、亡くなられた方々にお悔やみと、
被災された方々へお見舞いを申し上げ、日頃からの
助け合いや、防災・減災の意識を持つことの大切さ
を日々の活動や暮らしの中で活かしていく、②2020
～21年度は、新しい「労福協の理念」と2030年ビジョ
ンを日々の実践の糧として、次の10年を切り拓く活
動に向けて確実な一歩を踏み出し、③労福協は「ゆる
やかな協議体」としての「よさ・強み」を活かしなが
ら、労働運動と労働者福祉運動、労働運動と消費者
運動・市民運動などをつなぐ役割をさらに発揮して
いくことが必要であり、みんなで「つながる」運動を
広げ、新しい社会や時代を切り拓いていくとの挨拶
を行いました。
　2018 ～ 2019年度活動と労福協の理念、2030年ビ
ジョン、2020 ～ 2021年度活動方針、について確認
しました。
　今回の総会に於いて退任される、花井圭子事務局
長（4年在任）・黒河悟副会長（5年在任）への感謝状・
記念品を神津会長より贈呈し、退任の挨拶を受けま
した。尚、後任の事務局長には連合参与の南部美智
代氏が就任されました。

▲県労福協は、11月13日(水)14時「長崎県庁4階特別
応接室」において、「2019年度　勤労者福祉の充実・

中央労福協
結成 70周年記念レセプション開催！

2019年度　長崎県に対し、勤労者
福祉の充実・強化を求め「要請書」提出

中央労福協　第64回定期開催！

九州各県・沖縄からの参加者

新役員挨拶：神津会長、右測：南部新事務局長
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強化」を求め、長崎県に対し主要8項目「①ＳＤＧｓ
（持続可能な開発目標）の達成と協同組合の促進・支
援②大規模災害等の被災者支援と復興・再生および
防災・減災対策の強化③格差の是正、貧困のない社
会に向けたセーフティネットの強化④消費者政策
の充実強化⑤ディーセント・ワークの確立⑥中小企
業勤労者の福祉格差の是正⑦安心・信頼できる社会
保障の構築⑧くらしの安全・安心の確保」の内容で
「要請書」を提出し、重点項目の趣旨説明及び意見交
換を行いました。
　昨年に引き続き、今年度も宮﨑会長より長崎県知
事へ直接「要請書」を渡すことが出来ました。

▲県労福協は10月6日（日）諫早総合運動公園（野球
広場）において、第36回長崎県労福協スポーツ大会
(グラウンドゴルフ大会)を開催しました。県下各地
より29チーム（194名）の参加で開催しました。
成績：優　勝＝県北振興局（佐世保地区）
　　　準優勝＝九電ユニオン大村電力魂（大東地区）
　　　三　位＝長崎県生協連

▲2019年10月8日(火)19時から、≪佐世保労働福祉セ
ンター 3階会議室≫において県北地区次世代育成セ
ミナーを開催しました。
　講師には、栗岡勝也氏（中央労福協　事務局次長）
を招き【労働者福祉運動の「これまで」と「これから」
～連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会～】と
題して講演を受けました。
　佐世保地区・北松地区・大東地区の構成団体から
82名の方に参加していただき、労福協運動に対して
の理解を深めることが出来ました。

▲今年度については、県下一斉で10月18日、大村湾
カントリー倶楽部ニューコースにおいて第12回チャ
リティゴルフ大会を開催し、64名の参加でした。
79,496円がチャリティ募金として集まりました。
チャリティ募金については、来年の総会に於いて「福
祉施設等」に寄贈します。

　優　勝：中野洋一氏（県職連合）
　準優勝：高藤義弘氏（連合長崎）
　三　位：酒井隆氏（同盟友愛連絡会）

講演Ⅲ：「地震・津波・火山から身を守る～防災
　　　　は忘却との闘い～」
宮崎大学工学部：名誉教授「原田　隆典」氏
講演Ⅳ：「未来へつなぐ～いつまでも続いてい
　　　　ける人と環境に優しい農と暮らしを目ざして」
福島県県外派遣事業：「関　元弘」氏

▲中央労福協は、1949年に結成以来、この70年、組
織の枠を超えて「福祉はひとつ」という創業精神のも
と、すべての働く人たちの幸せと豊かさをめざして、
労働者自主福祉運動を推進してきたことから、これ
までの活動を振り返るとともに、今後の活動を充実
させていくために、11月28日、ホテルラングウッド
（東京）において、「中央労福協結成70周年記念レセプ
ション」が開催され、中央労福協加盟団体・行政・
政党関係・ＮＰＯ・市民団体・学識経験者等、400名
を超える方々に出席していただきました。

▲県労福協は、10月26日（土）13時30分～ 17時まで、
九州労金長崎支店4階会議室において67名の方に参
加いただき、標記合同研修会を開催しました。
　開催目的は、労働組合と福祉事業団体が「ともに
運動する主体」としての関係の再構築をはかり、組
合員の利用促進や共助拡大につなげ、みんなで労働
者福祉事業を利用し、共助の輪を地域に広げる取り
組みの一環です。 
　内容は、一部が福祉事業団体から九州労働金庫≪
長崎支店：細川ふみ子次長≫より「債務整理につい
て」、こくみん共済ｃｏｏｐ長崎推進本部≪長崎支
所：尾辻雄一支所長≫からは「生活保障設計と頻発
する非常災害に備えて」を提案しました。
　第二部では、「沖縄県労福協のこれまでとこれか
ら」「沖縄県ろうきん・全労済　ゆめ未来基金」と題
して、沖縄県労福協受託事業部門事務局長「岡野み
ゆき」氏による講演をうけました。

▲南部労福協は10月15日～ 10月16日、山口県労働
者福祉協議会を訪問し視察研修を行いました。山口

県労福協の事業≪生活あんしんネット事業≫≪しゅ
うなん若者サポートステーション≫≪パーソナル・
サポートセンターやまぐち≫≪高校生のための消費
者講座≫≪障がい者運転免許取得特別講座≫の内容
について山口県労福協の活動全般にわたり説明を受
けました。二日目は地場産業（マツダ防府工場）や防
府天満宮・瑠璃光寺を視察しました。

▲南部労福協は11月21日14時～ 22日12時まで、宮
崎市「ホテルニューウェルシティ宮崎」において119
名（長崎：9名）の参加者のもと「2019年度南部ブロッ
ク研究集会」が開催されました。
講演Ⅰ：「児童虐待・子どもの貧困を考える～
　　　　あなたに、わたしに、今、できること～」
（一社）日本プレミアム能力開発協会
　　　　　　　　　　　：代表理事「富井　真紀」氏
講演Ⅱ：「子どもを取り巻く現実、社会の責任、
　　　　私達の役割」
日向子ども研究所：絆所長「三輪　邦彦」氏

▲中央労福協は11月29日、ホテルラングウッド（東
京）において第64回定期総会が開催されました。冒
頭、神津会長より①自然災害の多発について、昨年
から今年にかけての全国各地で記録的とも言える大
規模な自然災害で、亡くなられた方々にお悔やみと、
被災された方々へお見舞いを申し上げ、日頃からの
助け合いや、防災・減災の意識を持つことの大切さ
を日々の活動や暮らしの中で活かしていく、②2020
～21年度は、新しい「労福協の理念」と2030年ビジョ
ンを日々の実践の糧として、次の10年を切り拓く活
動に向けて確実な一歩を踏み出し、③労福協は「ゆる
やかな協議体」としての「よさ・強み」を活かしなが
ら、労働運動と労働者福祉運動、労働運動と消費者
運動・市民運動などをつなぐ役割をさらに発揮して
いくことが必要であり、みんなで「つながる」運動を
広げ、新しい社会や時代を切り拓いていくとの挨拶
を行いました。
　2018 ～ 2019年度活動と労福協の理念、2030年ビ
ジョン、2020 ～ 2021年度活動方針、について確認
しました。
　今回の総会に於いて退任される、花井圭子事務局
長（4年在任）・黒河悟副会長（5年在任）への感謝状・
記念品を神津会長より贈呈し、退任の挨拶を受けま
した。尚、後任の事務局長には連合参与の南部美智
代氏が就任されました。

▲県労福協は、11月13日(水)14時「長崎県庁4階特別
応接室」において、「2019年度　勤労者福祉の充実・

県北地区次世代育成セミナー開催！！

長崎県労福協
第 36回スポーツ大会開催！！

要請書を手交しする宮﨑長崎県労福協会長と中村長崎県知事

労福協チャリティゴルフ大会
募金 79,496 円集る！

講師：栗岡勝也氏（中央労福協事務局次長）

優勝　「県北振興局」チーム
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●各地区労福協で開催された定期総会については、

2019年度運動方針など全議案が全員一致で確認

されています。

▲大東地区労福協は、10月18日（金）18：30より≪

大村市勤労者センター≫において「第23回定期総

会」を開催しました。　

▲五島地区労福協は、11月9日（土）16：00より≪観

光ビル（はたなか）≫において「第28回定期総会」

を開催しました。

▲諫早地区労福協は、11月15日（金）18：15より≪

勤労者福祉センター≫において「第22回定期総

会」を開催しました。

　　総会終了後、事業団体（労金・こくみん共済ｃ

ｏｏｐ）を講師にライフプランセミナーを開催し

ました。

▲上五島地区労福協は、11月15日（金）18：30より

≪新上五島町石油備蓄記念会館　和室≫におい

て「第19回定期総会」を開催しました。

▲対馬地区労福協は、11月22日（金）18：30より≪

対馬市役所　2階別館≫において「第19回定期総

会」を開催しました。

▲長崎地区労福協は、11月25日（月）18：30≪九州

ろうきん長崎支店　4階会議室≫において「第27

回定期総会」を開催しました。

　総会終了後、事業団体（労金・こくみん共済ｃｏ

ｏｐ）を講師にライフプランセミナーを開催しま

した。　　　

▲佐世保地区労福協は、11月26日（火）18：30より

≪労働福祉センター　3階会議室≫において「第

31回定期総会」を開催しました。

各 地 区 労 福 協 だ よ り

各地区労福協定期総会開催！！

事 務 局 だ よ り
※　県労福協　次世代育成セミナー

日　時：2020年2月1日（土）13：30 ～

場　所：セントヒル長崎

講演Ⅰ：「若者によるネットトラブル等」

講　師:長崎県消費生活センター相談員　　　

講演Ⅱ：「労働者福祉事業団体と労働組合の再

　　　　構築に向けて」

　　　　～労福協の理念と2030年ビジョン～

講　師：栗岡勝也事務局次長（中央労福協）

グループワーク：1グループ7～ 8名

１．九州ろうきんは、残高や取引履歴を一目で確認

できる「ろうきん公式アプリ」をスタートさせ

ました。アプリをインストールすると抽選で

「〇〇〇〇名様」にＱＵＯカードがプレゼント

されます。○に入る数字は何でしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　（ヒント　6ページ）

２．こくみん共済coop長崎推進本部が『未来ある

子どもたちを交通事故から守りたい』という想

いをカタチにした2019年12月1日から開始

する取り組みは『○才の交通安全プロジェクト

横断旗寄贈の取り組み』 ○に入る数字は？

　　　　　　　　　　　　　　（ヒント　5ページ）

○答えはハガキかＦＡＸで、〒・住所・氏名・電話

番号・職場名を明記し県労福協へ送付ください。

○締切日は1月24日(金)(当日消印有効)

○当選者10人の方に「お楽しみプレゼント？」

○送り先　〒850-0031　長崎市桜町9-6

　長崎県労福協クイズ係ＦＡＸ(095)811-6132

○前月号当選者(敬称略)

池田　陽子（大　村）　　小林みどり（大　村）

皆良田利衣子（大村）　　中里　潤子（長　崎）

東川より子（大　村）　　堤　由美子（大　村）

本多　毅　（長　崎）　　岡崎　朱鷺（大　分）

都留　孝　（大　分）　　田口　直喜（大　分）

第112回
労福協
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長 崎 支 所
長崎市宝栄町3-15

佐世保支所
佐世保市城山町1-22

☎095-864-7144
☎0956-25-8012

受付時間 平日9：00～17：15（土・日・祝日を除く）
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